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◆人口 ３１,５６０人（平成28年2月現在）

◆面積 ７０７.５２ｋ㎡

○秋田県北東部に位置する市で青森、岩手、秋田の３
県の県境

○普代村と同じく北緯40度に位置する



社会福祉法人花輪ふくし会
〇現在、１つの養護老人ホーム、２つの特別養護老
人ホーム、４つの障がい児入所施設と障がい者・高
齢者それぞれの在宅支援部門や高齢者、障がい者
の就労拠点などを経営しています。

〇利用者の意向を尊重した多様な福祉サービスを総
合的に提供し、社会福祉事業を行っています。
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〇福祉コミュニティエリアの実態

〇制度にはない地域ニーズに合わせた法人独自の
取り組み

〇高齢者雇用の実態
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・花輪ふくし会では、社会福祉法人の地域貢献の一環と
して、多くの機能を持った福祉エリアを整備し、その地域
に密着した誰もが利用しやすい地域福祉の拠点としての
機能を果たしていくことを狙いに・・・

「はなわ まちなかエリア」

「けまない らくらくエリア」

「こさかい わいわいエリア」
の３カ所の福祉エリアを整備しています。

この中のひとつ、らくらくエリアを

紹介します！



（１）生きがい就労拠点「くらみせ」

・古い土蔵を利用した、懐かしく落ち着いた雰囲気の
ある店舗で元気な高齢者と障がい者が協働で経営す
るお食事処です。

・法人内で飼育している比内地鶏をメニューの中心に
据えたこだわりの味を追求していて、比内地鶏関連の
加工品やパン、野菜なども店内で販売しています。
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（１）生きがい就労拠点「くらみせ」

昼食はここでいただきました。

比内地鶏を使用した親子丼や

きりたんぽ鍋などが

食べられます。

視察研修と同じくらい昼食を

楽しみにしていた人も多かったのでは？？



（２）多世代交流スペース「どまっこ」

・子ども、障がい者、高齢者、地域の誰もが気軽に集
い、交流し活動できる「たまり場」でマッサージ機やラン
ニングマシンなどの健康器具を整備しています。

・利用料は無料で年中無休。朝９時から夜９時（土日は
５時）まで開館しています。１日平均１５人が利用し災害
時の地域の避難所としても期待されています。
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（２）多世代交流スペース「どまっこ」

施設の整備は国の補助金などを利用したとのことです
が、経営では補助金を受けていないので、収入は特に
ないということです。

利益を求めないことから、

「地域のための福祉サービス」を

強く実感させられました。
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（３）グループホームＢＯＮ通り

・秋田県産の木材を使った、温もりある落ち着いた佇
まいで、個室７室、食堂ホールと浴室がある障がい者
の共同住宅です。

・利用者の食事は、朝晩、利用者と世話人が一緒に
調理。日中は、それぞれの活動場所に出かけ、作業
や社会参加などの活動を行うため、昼の弁当も朝に
作ります。
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（３）グループホームＢＯＮ通り

現在関東圏の方が７人利用していて、空きがない状況
だそうです。
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（４）認知症デイサービス 月山の郷

・認知症の高齢者が日中に通い、入浴や食事などの
介護だけでなく、認知症に関する専門的なケアを受け
ながら、これまで通りの生活を継続していくための地
域密着型事業所です。

・定員は１２名で、月～金曜日の午前10時～午後3時
30分まで利用可能です。社会的孤立感の解消と家族

の介護負担軽減を図っていくことを目的としています
。
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（４）認知症デイサービス 月山の郷

回想法やパズルなどによる認知症の改善を図る取
り組みなどその人の個性を大切にした専門的なケア
も行っているそうです。



（５）グループリビング けまない

・一人暮らしが困難な高齢者のための住み替えアパ
ートで孤独感や不安を解消し、生活力を維持しながら
暮らしやすい町中で生きがいを持って共同生活してい
ます。

・個室６室、夫婦部屋１室の計７室。家賃は収入に応
じて、28,000円から４段階です。

緊急時は月山の郷の職員が対応するので・・・

24時間365日安心！
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花輪ふくし会のように施設を整備し、運営することが
普代の福祉の充実につながるかと言えば・・・

そうではない！

時代や地域にあった福祉サービス

利用者のニーズにそった福祉サービス

を提供することが大切



普代村地域創生研究会（多世代交流・防災・地域福祉分野）
視察研修参加者 一同


